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1. 事業所名及び代表者名

山﨑建設株式会社

代表取締役　山崎　守

2. 所在地（認証・登録の適用事業所）

本社　：　〒343-0813　　埼玉県越谷市越ヶ谷２－８－１２

3. 環境保全関係の責任者及び担当者連絡先

EA21　環境管理責任者　：　村上　正文

EA21　環境管理担当者　：　高城　入彦

連絡先　：　ＴＥＬ　048-964-3354　　ＦＡＸ　048-964-3507

E-mail  marutome@crocus.ocn.ne.jp

4. 事業内容（認証・登録の範囲）

総合建設業

（土木工事業、とび・土工工事業、舗装工事業、水道施設工事業）

5. 創業 1951年8月

6. 事業規模

資本金 2,000万円

従業員 22名

売上高 10.3億円（2022年度）

7. 事業許可の内容

埼玉県知事認可　（特-29）　第4200号

土木工事業、とび・土工工事業、舗装工事業

建築工事業、鋼構造物工事業、しゅんせつ工事業

水道施設工事業

許可年月日 2017年8月27日

許可期限 2022年8月26日

埼玉県知事認可　（特-30）　第4200号

解体工事業

許可年月日 2019年3月19日

許可期限 2024年3月18日

組織の概要
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基本理念

基本方針

（1）事業活動全般にわたる省エネルギー化を推進し

　　  二酸化炭素排出量の削減を目指す。

（2）分別・リサイクルによる廃棄物の削減に取組む。

（3）工事に伴う騒音・振動・悪臭等、環境公害の防止に取組む。

（4）建設資材及び事務用品等のグリーン購入を推進する。

（5）環境に配慮した工法の提案・施工を促進するよう努める。

２．環境関連法規を遵守し、地域社会における責務を果たす。

３．継続的な教育・訓練により、社員の環境意識向上を図る。

４．環境経営方針等、必要な情報を開示する。

５．エコアクション21の推進について、全従業員で取り組む。

制定日 2020年11月1日

山﨑建設株式会社

代表取締役社長　山崎　守

当社は、地球環境の保全を意識し、事業活動を通じて環境保全と環境
美化に努めると共に、法令遵守・省エネルギー化・資源の有効活用に
取り組む事により、地域社会と共同して社会の発展に貢献します。

１．建設事業を行う事業者として発生する環境負荷の

環境経営方針

      低減を推進する。
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代表者

環境管理
責任者

EA21
事務局

部門責任者 総務部 営業部 工事部

環境担当者 環境担当者 環境担当者

実施体制（役割、責任、権限）
　　　　役割
役職

　　　　　　　　責任及び権限

代表者

１．経営における課題とチャンスを整理し明確にする
２．環境経営方針の策定及び従業員への周知
３．環境管理責任者の任命
４．環境経営資源の確保
５．全体の取組状況の評価と見直し・指示
６．環境経営レポートの承認

５．環境関連法規取りまとめ表の作成、遵法評価の実施
６．環境経営レポートの作成、公開
７．EA２１文書類の保管・管理

環境管理責任者

１．ＥＡ２１活動全般の構築・運用
２．環境経営目標・環境経営計画の承認
３．取組状況の把握・評価
４．環境関連法規の取りまとめ表・遵法評価の承認
５．教育・訓練計画の承認
６．代表者の指示を関連部署への実施指示
７．ＥＡ２１の実施状況を経営者へ報告

環境経営組織図

全従業員
１．環境経営方針、実施体制及び環境経営目標と環境経営計画を理解し実施する
２．決定事項を守り、自主的に積極的に環境活動へ参加する

部門責任者

１．自部門の環境目標、環境経営計画の策定・実施
２．苦情、要望等の把握、報告、対応の実施
３．緊急事態対応訓練の実施
４．是正・予防処置の実施
５．自部門の活動計画の実施及び達成状況の報告
６．代表者による改善事項指示の実施

EA21事務局

１．EA２１活動全般の推進
２．環境負荷の自己チェック、取組の自己チェックの実施
３．環境経営目標・計画の原案の作成
４．実績集計
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対象期間（２０２２年５月から２０２３年４月）

回／年

注1）電力のＣＯ2換算係数：東京電力エナジーパートナー㈱　2019年実績　0.442kg-CO2／ｋＷｈ

    2）事業年度は　5月～翌年4月。

    3）化学物質については使用実績無し

Ｃ

Ｏ

２

排

出

関

連

本

社

電力使用量削減 Kwh／年 22,078
目標値 21,968 21,857

目標項目 単位 2020年度実績値 取組み 2021年度 2022年度

16,438

灯油使用量削減 ℓ／年 698

21,747 21,636

基準値比 -0.5% -1.0% -1.5% -2.0%

2023年度 2024年度

16,249 16,166

基準値比 -0.5% -1.0% -1.5% -2.0%
ガソリン使用量削減 ℓ／年 16,496

目標値 16,414 16,331

431 429

基準値比 -0.5% -1.0% -1.5% -2.0%

都市ガス使用量

削減
Kg／年 438

目標値 436 434

16,355 16,272

基準値比 -0.5% -1.0% -1.5% -2.0%建

設

現

場

電力使用量削減 Kwh／年 16,604
目標値 16,521

軽油使用量削減 ℓ／年 12,854
目標値 12,790 12,725 12,661 12,597

基準値比 -0.5% -1.0% -1.5% -2.0%

688 684

基準値比 -0.5% -1.0% -1.5% -2.0%

目標値 695 691

89,848 89,392

基準値比 -0.5% -1.0% -1.5% -2.0%
温室効果ガス排出量の削減 Kg-CO２／年 91,216

目標値 90,760 90,304

138 137

基準値比 -0.5% -1.0% -1.5% -2.0%
水使用量の削減 ㎥／年 140

目標値 139 139

廃

棄

物

関

連

本

社
一般廃棄物 Kg／年 545

目標値 542.3 539.6 536.8 534.1

基準値比 -0.5% -1.0% -1.5% -2.0%

100 100 100

基準値比

建

設

現

場
産業廃棄物 ％ 100

目標値 100

120

環境経営目標（当年度・中期の目標）

地域貢献 120 目標値 120 120 120

4 4

基準値比

環境配慮サービスの取組み

提案件数（提案、設計、施工）
件／年 0

目標値 4 4
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対象期間（２０２２年５月から２０２３年４月）

評価 単位 目標 実績 評価

二酸化炭素 電力使用量の削減 kWh 21,857 21,268 〇

排出量の ・照明のＬＥＤ化 〇

削減 ・不要な照明の消灯 〇

・エアコン温度設定 〇

　　(冷房28℃、暖房22℃)

・OA機器の省エネ設定 〇

ガソリン使用量の削減 ℓ 16,331 16,952 △

・エコドライブ10の実施 〇

・ルートの検討 〇

・燃費確認の実施 〇

・ハイブリッド車の導入 〇

都市ガス使用量の削減 ℓ 434 563 △

・消費節約 〇

  ・エアコンの併用（優先使用） 〇

電力使用量の削減 kWh 16,438 14,062 〇 ・引き続き使用量の把握に努め、適正使用に取組む。

  ・発電機等の併用 〇

軽油使用量の削減 ℓ 12,725 25,401 × ・引き続き使用量の把握に努め、適正使用に取組む。

  ・重機のエコ運転 〇 ・最新の省エネ重機や適正なサイズの重機を使用する。

灯油使用量の削減 ℓ 691 625 〇 ・引き続き使用量の把握に努め、適正使用に取組む。

  ・灯油暖房の適正使用 〇

二酸化炭素排出量の削減 ｋｇ 90,305 123,251

水使用量の 本社 水使用量の削減 ㎥ 138.6 132 〇

削減 ・定期的に水漏れを点検する 〇

・節水の啓発をする 〇

一般廃棄物量の 本社 一般廃棄物の排出量削減 ｋｇ 539.6 663.4 △

削減 ・両面コピーの推進 〇

・裏紙の使用 〇

・一般廃棄物分別を実施 〇

産業廃棄物の 建設 産業廃棄物再資源化率 ％ 100 100 〇

削減 現場 ・廃棄量の把握 〇

・リサイクルの徹底 〇

環境配慮への提案 件 4 4 〇

・効率的な施工方法 〇 ・引き続き環境提案を推進する。

・資材運搬の効率化 〇

地域貢献 清掃活動等 回 120 120 〇

・道路・ゴミ集積所の清掃 〇

※達成状況の評価・・・〇：100％以下、△：101～130％、×：131％以上

環境経営目標・計画の実績・評価、次年度の取組み

建
設
現
場

・大型建設機械の稼働が多い現場が多く、建設機械の燃料
などが著しく増加した。現場では引き続き省エネ機器の選
定に努め、増加量を減らす取り組みを進める。

目標達成
・引き続き意識改革だけでなく節水資材の活用等を検討す
る。

目標未達成
・基準年よりも社員数が増加しており廃棄物が増加した。
改めて再利用・再資源化に取り組む。

活動項目 評価(結果と次年度の取組み)

本
社

目標達成
・引き続き不使用時の消灯、エアコンの適正温度使用に努
める。

目標未達成
・さいたま市・幸手市など遠方域にある現場が多かった為
消費量が増加した。
・引き続きエコドライブ10を実施し、燃料使用量の削減に
努める。

目標未達成
・冬期の天候不順（低温）の影響や、冬期も換気を徹底し
たことにより使用量が増加してしまった。
・断熱や効率的な暖房について対策を検討する。

達成状況

環境配慮サービスの取
組み提案件数

（提案、設計、施工）

目標達成

目標達成
・こしがや環境サポーターに登録し地域活動に参画する。

・次年度も引き続き、請負工事増を図る。
・積み込み時の分別化の徹底と除去物の再資源化に取り組
む。

総括
エコアクション21に取り組み、少しずつ環境への取り組みが定着してきている。
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最新状況
　確認

遵守
評価

確認資料等

建設リサイクル法 済 遵守 届出

資源有効利用促進法 済 遵守 廃棄無し

家電リサイクル法 済 遵守 廃棄無し

自動車リサイクル法 済 遵守 廃棄無し

道路運送車両法 済 遵守 定期点検整備

済 遵守 車検証等

廃棄物処理法 済 遵守 契約書、伝票

済 遵守 点検記録

騒音規制法 済 遵守 該当事案無し

振動規制法 済 遵守 該当事案無し

大気汚染防止法 済 遵守 該当事案無し

埼玉県生活環境保全条例 済 遵守 アイドリングストップ等

建築物省エネ法 済 遵守 該当事案無し

環境関連法規への違反は、過去５年間ありません。又関係機関からの違反等の指摘事項はありません。

外部からの苦情もありません。

フロン排出抑制法

自動車ＮＯｘ・ＰＭ法

遵守状況確認日：　2023/4/28

最新状況確認日：2023/4/28

環境関連法規制等取りまとめ表（遵守評価記録）
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実施日　2023.05.25

実施者　代表取締役社長　

 （１）全体の確認・評価

事　項 報告内容 代表者の評価

(1)環境経営目標の達成状況

冬期の気温や、ほ場整備など重機の稼働
が大きい工事があったこともありCO2の
排出量は増加してしまったが、本社の電
力など日々の努力が実った項目もあった

単純な増減だけでなく、「増えた理
由、減った理由」を意識していくこと
が重要である

(2)環境経営計画の実施及び運用結果

取組については定着してきていると考え
ているが、目標未達の項目には実績との
間に大きく乖離している項目がみられ
る。今後の経過を見ながら検討していき
たい

日々の業務の中で、小さなことでも改
善に繋がりそうなことは積極的に発信
していくこと

(3)環境関連法規のなどの遵守状況 法令を遵守し適正に運用されている
産廃や残土処分の見積など法令だけで
なく、市況の変化にも注意を払い今後
も怠りなく対応すること

(4)外部からの苦情や要望 特になし 案件が発生時には適正に対処すること

(5) 前回の指示事項への取組結果

環境経営目標を未達であった項目が2年
連続で同じであった。取組開始時の実績
と今の状況に乖離があることも原因の一
つと推定している。もう少し状況をみな
がら対処していきたい

原因と理由もしっかり把握することで
今後に生かしていくこと

(6) その他 ― ―

項 目 変更要否 指示事項等

１．環境方針 不要 特になし

２．環境目標 必要

目標値の妥当性も含めて検討し、
活動に取り組むモチベーションを
維持できる仕組みを検討するこ
と。

３．環境活動 必要
追加の活動等について検討・実行
すること。

4．実施体制 不要 特になし

５．（　　　　　　　　　　） ― ―

代表者による全体の評価と見直し・指示

（２）代表者による環境方針等の変更の必要性ならびに指示事項

※年1回（5月)に実施。　報告者は管理責任者
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